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朝夕の冷え込が厳しい季節になって来ました。発擾作業の大裁である「しぐれ」

や『木枯らし｣の到表が間近に迫っていることを考えると憂謹になります。天候の

謡上とは遠忌挑感嘩の済んだ田想の開発が始まる時期で､この2カ月に篭続｜
，よ｡.〃、島，吟

調査4件に加え､新たに12件の謁査を実施しました。それでは、9～10月の発掘｜
調査の動向や成果を藷告します。

．【発掻調査だより】

[9～18月実施藷査一覧表］ (O駐終了、次頁に位置図を掲載）f
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□□口終了した調査□□□、曇

鰹下長遺跡（一覧表、位置図①）“

平成4年1月から実施していた古高町・下長遺跡の発掘調査騒獅月5日にすべ

て終了しました。約10000㎡の工業団地造成予定地を4区‘プヴッ鞠を分けて調

査を進め､前号までに3区の調査成果をその都度報告してき雷l鋪淡]最後の調

査区は下図のとおり12条の溝(SD-1～12)と2棟の舞笠縫物(慧樹、2)を
検出しました。まず、検出した溝(主･平成元年から3年まで実施:ぴだ既存工業団

△調査位置図蕊鍾今回調査地剛今回報告箇所
5．･－F5ザロ

地(今回の調査地南東側）

の発掘調査で護出した旧

河道の下流蔀にあたるも

ので、地形的に幾条もの

溝力漠まり大規模な流域
・・議一．

(旧河道)を形成していた

のが、当地ではやや拡散

した状態で確認すること

ができました。溝からは
．』

前回調査ほどではありま

せんが、土器や良好な木



器が出土しています。また握立柱建物は2棟と、集落の中心部である前回調査地’

から離れるため希薄になります。時期は古墳時代前期と考えられます。

4カ年繕続していた下長遺跡の調査もこれでひとまず終了しますが、それまで

殆ど実態力測られていなかった当遺跡が縄文時代晩期､'弥生時代中期～古墳時代

前期、そして平安時代中期に及ぶ複合遺跡で、古墳時代前期には大規模かつ先進

的な集落が営まれていたことを知ることができました。

鰯伊勢遺跡第1地点（一覧表、位置図④）

6月25日から伊勢町字中東浦で実施していた調査は10月7日に終了しました。

ここでは、広報や新聞､:テレビでも大きく報道されたように全国的にも最大の床

面積をもつ弥生時代後期の善深美の建物(SB－1)を検出しまじた｡東西(落存）
4間､潮上(美容)2間､床面積88㎡(D規模で、1m×2mの柱穴は片方が債斜し

ていて､･重量のある柱

を立て易くするた必の

｢落とし込み｣という方

法を用いたよう癒す。

このことか鼠この

建物は、長くて太い柱

を使った高さのある復

元想像図のような住居

形態の識､農雷と考
えられますo
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園伊勢遺跡第2地点（一覧表、位置図⑤）

7月29日から実施していた第2地点の調査は9月5日で終了しました。ここか

らは弥生時代後期の芳鵜慧董3基と古墳時代後期から奈良時代の溝多数を検出
しました。方形周溝墓のうち2基は南側が古墳時代後期の溝に壊されていますが、

一辺8～9mの規模になります。検出した3基の周溝墓は周溝が連結するタイプ

で、家族など血縁関係が深い人々の墓であると考えられます。

伊勢遺跡は弥生時代後期の大集落で、その周辺には方形周溝墓群が広がっている

唇
ｰ

方形醜悪I
◆

ことが知られていますが、

今回検出した方形周溝墓

もこの集落の一家族の墓

でしょう。他に縄文時代

後期の土器、石器が少量

ながら出土していて注目 、崖=====勇一竺請一
されます。△伊勢遺跡傍2地点)遺構平面図

圏赤野井遣跡（一覧表、位置図⑨）

赤野井町字六反田で個人住宅建築に先立って実施し、掘立柱建物2棟を検出し

ました。建物1は3間×1間以上の規模で、

おそらく倉になるようです。建物2は1間

×1間の小規模な建物で、小屋のような簡

易な建物が考えられます。周辺の調査で、

古墳時代後期から奈良時代の集落が広がっ

ていることが分かっていますので、今回検

出した建物も同時期の建物と考えられます。出した建物もI可時期の建物と言えられます。吟一一一一=

圃酒寺遺跡第1地点（一覧表、位置図②）△赤野井遣跡遺構平面図

播磨田町地先で、6月22日から実施していた酒寺遺跡の発掘調査は9月30日に

終了しました。約1800㎡の調査地からは、遺構図のとおり弥生時代中期の方形周

溝墓3基と古墳時代の川跡、そして江戸時代から昭和まで利用されていた池を検

出しました。方形周溝墓や川跡については区画整理事業で建設された道路(隣地）

調査でその存在が予想されていました｡池は､小字名から通称｢鰯の池｣と呼ば
れていて、「近江国野洲郡播磨田村土地台帳」（明治20年～昭和50年)にも記載が

あり、昭和27年9月4日に池から田に地目変更されています。農業用水を池に頼

る必要がなくなったため、埋められ耕作地になったようです○約3.Bin×3.0mの



，桝(ます)形に丸太

や割り板で枠を組

んでいて、水の涌
･ずみ,．r

き出す旧地表面約

2.5m下まで掘り

｜|下げています。

昭和蜜騨まだ
農業用水を確保す

4－

轡・ろため利用されで

：，いたようです。
.，；簿・

「河西村土地原

、：簿」をみると、こ

のような池がこの

あたりには38カ所

あったことがわか

;い:,りました。
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圏吉身西遺跡第1・第2地点（一覧表、位置図⑫⑬）

守山町の区画整理地内の個人住宅建築に伴い、第1地点を10月20日～23日まで、

第2地点を23日~3旧まで継続して調査しました｡第1地点では不定形の圭瑳な
どを、第2地点では溝3条とピット数穴を検出しました。後者の溝は、前面道路

の調査で1条、隣接地の住宅建築の事前調査の際に2条、既に確認しており、，古

墳時代筆迩の溝である之とがわかつそいます。郷t蓋
DDQ実施中の調査800か、

圃酒寺鋤第3地点(一覧表、位置図1〃紙

10月1日か曇播磨田町で区画整理事業に先立ち､酒寺遺跡の発掘調査を実施し

ています。区画整理地内に点在する7箇所6地点、都合3500㎡が対象で、現?在、

約'000㎡の識鋤の竹雲を終えています｡識した識雛土壌2基で、1基は径

約If5mの卵形風1m程の深さがあります｡こ域雛6坦紀前半の須議の
蓋､鱗茎繕あ齢出王して#､まず｡もう,基廷置塞が10m程の円形の土壌で、
20c国の深さがあります。この土壌からは弥生時代後期の壷も饗が出土しています。

小さい方の土壌は井戸と考えられ、大きい方は柱穴がみつからないことや底が中

央に向かって落ち込み､平坦でないなど問題点がありますが､獣聡あ可能性
があります。これから行う調査の成果については次号で報告します。

拳
圏小津浜遺跡（一覧表、位置図15）

10月中旬から11月初旬の予定で､杉江町地先において農村下水道浄化処理槽の

建設に先立ち､約500㎡の発掘調査を実施Lています｡地表約80c圃下で中世以降
の水田跡を調査し、現在、さらに約側面下で古墳時代中期から鎌倉時代にかけて

．－．ぽう鯉晶子う・

の遡勿が多量に出土する包割雷を調査中冨です｡･寸今心“､｡．．,6.1口..．



◇トピックス◇発握藷査現地説調会を9月'昭(士>に酒寺這藷で､’9言田
に伊勢這罫で震篭しました。酒寺遣跡;こは学校が休みとなる第二土這日というこ

とで親子連れが多く、約83名の見学者がありました。また、伊勢遣鑑の現地説雷
会では、新聞やテレビ

でその成果が大ニュー

スとして報道されたこ

ともあって、約8“名

もの人々 が見学;こ訪れ

ました。これからも、

現地説明会により調査
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|成果を穀告する鶴会を

|多く勇濯していきた藍

と考えています。

'て、日本各地にはその地方独特の形、文様をもった土器が作られていました。漣

賀県でも強自の土器が古代人§こよって生み出されて勘いました。そこで今回は、龍

|壌色豊かな土器、近江型土器;こスポットをあて、胸妻文化や他龍域との交流を考

|えていく‘巷砂です｡磁萱県独特の土器とは､一体どのような形をしていて、どの
息.等

iような文榛勲>募られているのが?ぜひ見学にお越し下さい。。

』記
1開催テーマ近江型土器の成立と展開

2開催潮間平成4年11月22日(日)～12月6日（日）朝間中無休

、3‘開催場所,、守山市立埋蔵文化財センター1Fホール他、

4講演会漬題「近江型土器の成立と展開」

講．師兼毒保明氏（滋賀県文化財保護協会整遅課長）

ヨ時u月29日(日)午後2時～2F会議室

－5体験学習テーマ「土器づくり－近江の土器を作ろう一」
凹氏｡．．‐

日、時土器づくり｡11月23日(祝)ﾉ±識尭き｡12月6日(日）剥二g‐可，。言
Fろ一一一二一F一二三一一一マーーーニ凸一一一,-

君 一・‐一一弓一言＝一一＝一－ Pｰ寄干ら．手一一壱ヨーーーマーE●.＝凸丙＝男一一二ロー＝L≠■■ー＝一一一
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|噂誕一電騨震は原鎗｡古代人の生活跡とともに､つい数十年前の婁業用
Ⅱ水池もみつ動り毒:した.‘－ず度士に埋もれると、その存在は急速に薄れ畜萱が、雲

|業ば今も嵩､天菱遥苦莞を伴うものであることを再認毒しました｡<謹嘉墨〉


